
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

パ ス テ ル ナ
ー

ク と ロ シ ァ 未来主義

大 　　西 　　祥　　予

　1914年か ら17年 まで ，パ ス テ ル ナ
ー

ク は未来主義 の グ ル ープ 〈遠心分離機〉

に参加 して い た 。 しか し，こ の 時期 の パ ス テ ル ナ
ー

ク に つ い て は ，長 い こ と，

詩的世界 の 解明 は もとよ り， 伝記的考察 もほ とん どな され なか っ た 。 29年に こ

の 時期の 詩 の 多 くが 改作 された こ と， お よび 56年の 『自伝的 エ ッ セ イ』 に お け

る マ ヤ コ フ ス キ ー
と未来主義 に 関す る否定的な叙述が その お もな原因で ある 。

　 こ の よ うな状況 に変化を もた ら した の は ， マ ル コ フ 編 『卩 シ ア 未来派 の 宣言

と綱領｛1｝
』（1967年） と マ ル コ フ r　Pt シ ア未来主義12；

』（1968年） の 刊行で あ り，

こ れ に よ っ て ロ シ ア 未来主 義と く遠心 分離機〉 の 輪郭が 明 らか に な っ た 。 1972

年に は 『文学の 諸問題』誌に 10年代 の パ ス テ ル ナ
ーク の 手紙が九通発表 された ［3｝

が ，〈遠 心分離機〉 とパ ス テ ル ナ
ー

ク の 問題を本格的 に 扱 っ た論文が現 れ た の

は 79年に な っ て で ある 。
フ レ イ シ ュマ ン の 『

“

未来派
”

パ ス テ ル ナ ー
ク 断章鞠 ，

『〈遠心 分離機〉 の 歴史 ［5］』 とバ ーン ズ の 『ボ ブ ロ フ へ の 手紙 6〕
』がそれ で あ る 。

フ レ イ シ ＝マ ン は ，マ ル コ フ の 『P シ ア 未来主義』を踏ま え ， 72年に発表 され

た 詩人 の 手紙 と ソ 連中央国立 交献保管所 の ア ル ヒ
ー

プ を資料 に 加 え て ，＜遠心

分離機〉 の 歴史を克明 に 描 き な が ら，〈詩の 中二 階〉 グ ル ープ に 属 した 未来派

詩人 ボ リ シ ャ コ 7 とパ ス テ ル ナ ーク の 共通点を示 した 。
バ ー

ン ズ の ほ うは ，詩

人 の 未発表の手紙を中心 に し て ， 〈遠心分離機〉 の 指 導者 セ ル ゲ イ ・ボ プ ロ フ

とパ ス テ ル ナ
ー

ク の 関係，お よび，未来派全体の なか で の 〈遠心 分離機〉 の 活

動を明 らか に して い る 。

　 フ レ イ シ a マ ソ と バ ー
ン ズ の 論文 を も っ て

， 〈遠心 分離機〉時代の パ ス テ ル

ナ
ー

ク 研究は新 し い 局面を迎えた とい える が
， まだ多 くの 問題が残 され て い る 。

本 論文 で は ，〈遠心 分離機〉 の 二 つ の文集 に 掲載さ れ た パ ス テ ル ナ ー ク の 論交

『ワ ッ セ ル マ ン 反応』 （1914年） と 『黒 い 杯』 （1916年）を取 り上 げ，
こ の 時期

の パ ス テ ル ナ ーク の詩法 と芸術観を考察 し， それが の ち の 詩人 の 詩的世 界に ど

の よ うな 影響を もた ら した の か を明 らか に し て ゆ く。
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　 1913年，モ ス ク ワ 大学哲学科を卒業 した パ ス テ ル ナ
ーク は，ボ ブ Pt フ ，ロ ク

ス
， ア セ ーエ フ らとともに くリ リ カ〉に参 加 す る 。 〈リ リ カ〉は 印象主義の 画

家 ア ニ ーシ モ フ の 主宰す るグル ープ で ， 13年夏か ら活動を 開 始 し，ボブ ロ フ

『葡萄蔓の 園T 』，ア セ ー
エ フ 『夜 の フ ル ー ト』，

パ ス テ ル ナ ーク 『雲の 中の 双

生児』 な どの 詩集， リ ル ケ と ゲ ーテ の 翻訳詩集を刊行 した 。
グ ル ープと して の

理念は 不 明瞭で
，

「象徴派 の エ ピ ゴ ーネ ン ・グル ープ 7U とパ ス テ ル ナ ーク は書

い て い る 。 主宰者 ア ニ ーシ モ フ と くリ リ カ 〉 の 傾向に 不満を持 っ た ボ ブ Pt フ と

の 対立は 13年の 秋か ら冬に かけ て 激化 し ， 14年 1 月 ，
ボ ブ P フ

，
パ ス テ ル ナ ー

ク
，

ア セ ーエ フ は くリ リ カ 〉か ら離れ ， 未来派 グル ープ 〈遠心分離機〉 の 結成

を宣言 した 〔S［
。

こ の あと，
パ ス テ ル ナ ーク が ア ニ ーシ モ フ に 決闘を申し込む な

ど，「〈遠心分離機〉の誕生に は （13年か ら14年 の ）冬中 ， た えまな く騒動が つ

ぎま とっ た 〔91」。

　 〈遠心分離機〉は 革命前に 生まれ た 最後の 未来派 グル ープ で あ る。
P シ ア 未

来主義 の 始 ま りに つ い て は諸説あるが，チ ュ コ フ ス キ
ー

は ，1910年 2月 に ペ テ

ル ブ ル グ で 発行 された文集 『印象主義者 の ス タ ジ オ』に載 っ た フ レ ーブ ニ コ フ

の
“

CMex
”

の派生語か ら 購成された 『笑い の 呪交』を未来主義 の 最初 の 詩 と

見 な した 〔let
。 同年 5 月の フ レ ーブ ＝ コ フ ， カ メ ン ス キ ー

， ブル リ ュ
ーク三兄弟

が参加 した 文集 『裁判官 の 飼育場』 1号 を v ル コ フ は 未来主義 グ ル ープ の 登 場

と見て い る暁 カ メ ソ ス キ ー
を除い た前述の 四人 は ，11年， ク ル チ ョ

ーヌ イ フ ，

マ ヤ コ フ ス キ ー， リ フ シ ツ を加 え て 「動物的な力 に み た され た新 し い 世界 の 見

方喇 を 目指 して くギ レ ア 〉 グル ープ を結成 し ， ラ リオ ーノ フ ， タ ト リ ン
，

ゴ

ソ チ ャ ロ ーワ，マ レ ーヴ ィ チ な どの 前衛画家た ち とともに 芸術運動を展開 し た 。

こ の時期の くギ レ ア 〉 の 詩の 源 とな っ た 領域を ，
マ ル コ フ は 「幼年時代， 先史

時代 ， フ ォ
ーク P ア 」 と し ， 特徴 と し て プ リ ミテ ィ ヴ ィ ズ ム を挙げて い る眺

12年の 末n4）
， 〈ギ レ ア〉が モ ス ク ワ で 出版 した 文集 『社会の 趣味へ の 平手打ち 』

に 発表 した 宣言は ，過去の 文学的伝統 と の 訣別，「自由に派生 した 言葉で辞書

の語彙を ふ や し」，「既 成 の 言語を徹底的に 憎む」 詩人 の 権利 を主 張 して い る 岡
。

翌 13年 2 月 の 『裁判官の 飼育場』 2号 の 序文の な か で は ，シ ン タ ク ス の 攪乱，

リズ ム の 破壊，新 しい 韻の 創造 とい っ た具体的 な詩作方法が示 され た  
。 また ，

文集 r三 人』に掲載 された 論文 『言葉の 新 し い 道 』で ，ク ル チ ョ
ーヌ イ フ は 「言

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ギ 　　　
　
　　　ウ　　　ミ

葉は意味よ りも広 い 」 と明言 しUO， 漸造語や超意味言語を用い て大胆な詩的実

験を 行 な っ た 。 〈ギ レ ア 〉 の 詩人 た ち が求め た も の は
， 新 し い 日常 ， 新 しい 現
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実を表現す る た め の新 しい詩 の 言語の 創造で あ り，使 い 古 され，表現 の 手段に

す ぎな くな っ た 言葉に言葉が本来持つ 「自治権岬 を与 える こ とで あ っ た 。

　
一方，ペ テ ル ブル グ で は ，1911年10月 ，

セ ヴ ェ リ ャ
ーニ ン が フ ォ

ーフ ァ ノ フ

らと く自我未来派〉を結成 し， 宣言 『自我未来派 の プ ロ ロ
ーグ』 に お い て 「理

由に 基か な い 詩f乍」を堤唱 し た 蘭
。 12年 11月 の セ ヴ ェ リ ャ

ー
ニ ン の 脱退後は イ

グ ナ チ エ フ を中心 に 活動を続け， シ ェ ル シ ＝ ネ ーヴ ィ チ ，ボ リ シ ャ ＝ フ らが 13

年夏に 結成 した モ ス ク ワ の 自我未来派 く詩の 中二 階〉 と交流 しなが ら，13年末

ま で に rア ド＝ ス の 賜物』な ど九冊 の 文集を 出 し た 。 〈自我未来派〉は 「未来

に お ける 自己 肯定」 を 目指 しCU
， 科学用語や フ ラ ン ス 語を語源と した新造語 を

用 い
， 都市を題材に した 詩を書い た 。 しか し，

ブ リ ュ
ー

ソ フ は こ の グ ル
ープが

同時代性 に 貫か れ て い る としなが らも， 「新 しい 言葉 は ほ とん どな い 」 と評 し

て い る ¢％

　互い に攻撃 し合い ， 聴衆を挑発 し，騒 ぎを起こ しな が らも，宋来派 の さ まざ

ま な グル ープは新 しい 詩を提供 して ， 13年か ら14年 に か けて P シ ア 文壇の 中心

的な存在とな っ て い っ た 。 「誰 もが 未来派 に つ い て 語 りは じめ た物 の で ある 。

こ の 頃の未来派 に つ い て ， 「わ れわ れ の 『今日』 の真の反映で ある
ua
」 とブ リ ュ

ー
ソ フ は 書 い て い る。

　イ グ ナ チ エ フ の 死に よ っ て く自我未来主義〉が 消 滅 し ， 〈詩の 中二 階〉 も活

動 を停止 した 1914年を マ ル コ フ は ・ シ ア 未来主義の一つ の 分岐点で ある と見て

い る
as

。 13年末か ら未来派が一
つ に ま とま ろ うとす る気運が 高ま り， 14年 3 月

　 　 　 　 フ 　 ト　 リ　ス 　 ト　ウ　イ

に 文集 『未来主義者 ： ロ シ ア未来派最初の 雑誌』（以下 『フ ト リ ス ト ゥ イ』と略

す）が モ ス ク ワ で 出版 され た
。

『フ ト リ ス ト ゥ イ』に 参加 した の は ，〈ギ レ ア 〉

と 〈詩 の 中二 階〉 の 詩人 たち で あ り， 〈遠心 分離機〉が まだ実際の 活動を開始

して い なか っ た こ の時期の 未来派詩人全員 とい え る 。 文集は 大型で 全 157頁 に

わ た るもの で ある 。

　 『フ ト リ ス ト ゥ イ 』 は 統
一

の 宣言を 出す こ とが で ぎな か っ た 。 文集は詩 ， 散

文 ，論文，書評 の 四 つ の 部門に 分か れ，前述 し た 〈リ リカ 〉出版の パ ス テ ル ナ ー

ク
，

ボ ブ P フ
，

ア セ ーエ フ の 詩集が 書評 に取 り上 げ られた 。 そ れ に よ る と，

〈リ リ カ〉 の 三 人は 「古び た ロ シ ア 象徴主 義の 大 編成部隊が捨て た ロ シ ア 文学

とい うホ テ ル の 部屋」で ， 「先達が捨て て い っ た タ バ コ の 吸 い 差し を 集め ， 搾

りかすの レ モ ン を吸い ， 砂糖 の 小片を噛んで」， 「誰 に も必要 とされない 本を 出

版 し て い る 岡」。また，パ ス テ ル ナ
ー

ク の詩は 厂シ ェ ル シ ＝ ネ
ーヴ ィ チ

，
セ ヴ ェ

リ ャ
ー ニ ソ の 詩行を利用 し て 」 お り， 「ベ ー

ル イ，ブ ロ ーク ， イ ワ ー
ノ フ ，ブ
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リ ュ
ー

ソ フ
，

コ ズ ロ フ ，オ ド エ フ ス キ ー
と署名 した ほ うが ま しである 」 と述 べ

られ ，ボ ブ 卩 フ は 「ブ リ ＝L−一ソ フ と共謀 して い る」 と断 じられて い る腕

　 た しか に ，パ ス テ ル ナ
ー

ク は第
一

詩集 『雲 の 中 の 双生児』で ，象徴主義詩人

をは じめ とす る さまざまな詩人の 文体 の 模倣を試み て お り， 詩集の題名 も 「象

徴派 の 本 の 題名や 出版所 の 名称 に よ くある難解さを真似た，ばか げた an」　もの

で あ っ た 。 しか し ， ボ ブ ロ フ は ア セ
ー

エ フ の 詩集 『夜の フ ル ー ト』 の 序のなか

で 象徴主 義 との 訣別 をす で に 宣言 し ，
こ う述べ て い る 。 「象徴主義は 甘味 ス パ

イ ス の ききす ぎた 甘 っ た る い 料理 と，無遠慮 と温順 の ス
ープを ロ シ ア 文学 に あ

ま りに多 く食べ させ す ぎた 。 （略）象微派に 引き裂か れ た チ ＝ ッ チ ェ フ の 傍を

通 り過 ぎて ，プ ー
シ キ ン 時代 の 巨匠た ちへ

， と りわけ忘れ去 られ た ヤ ズ イ コ フ

の 豊かな金剛石 の鉱層 へ 後退する こ とだ mi
」。

　 1914年 4 月末 に ，〈遠心分離機〉は 文集 rル コ ノ グ』 を 発行 し ， 宣言 r証書』

の な か で 『フ ト リ ス ト ゥ イ』 の 書評に 激 し く応 酬 し た 。 『フ ト リス ト ゥ イ 』 の

詩人 た ち を 「変節者」，「裏切者」，「僣称者」， 「腰抜け」 と断 じ，書評に お ける

叙述を訂正しな い な らば ， 「きみ た ち は偽 りの P シ ア 未来主義者」 で あ り，「過

去 主義者」 （原文は大交字）の 実体が露呈される で あろ うと結ん で い る
P9］

。 こ れ

は 象徴派 の 亜流 と非難され た 〈遠心分離機〉 の 未来派宣言 で ある。遅 れ て 登場

し た く遠心 分離機〉 こ そ ， 新 し い
， 真 の 未来主義 の 道を提示 す る の だ とい う決

意を こ こ に見る こ とが で きる だろ う。

　 r証書』 の 最後に は く遠心分離機〉全員の 署名が あるが，それ に は 『71 ・リ

ス ト ゥ イ』 の 書評が エ ギ フ とい うペ ソ ネ
ーム で 書か れた こ とへ の 批判 も含 まれ

て い た。〈遠心分離機〉は書評部門 の 責任者 シ ェ ル シ ＝ ネ ーヴ ィ チ を ペ ン ネ ー

ム の 主 で あ る と考えた。 シ ェ ル シ ェ ネーヴ ィ チ は エ
ッ セ イ 『緑 の 街』 （1917年）

の 「パ ス テ ル ナ
ー

ク へ 」の章で こ れを否定 し て お り［3q，真 偽は 明 らか で は な い

が ， 『ル コ ノ グ』 に 発表 され た 論文 『ワ ッ セ ル マ ン 反応』 で ，
パ ス テ ル ナ ーク

が シ ェ ル シ ェ ネ ーヴ a チ を批判する原因と もな っ て い る 。

　 『証書』 に は 新 し い詩的理 念は提示 さ れ な か っ た が ，『ワ ッ セ ル マ ン 反応』

の なか に それを見る こ とが で きる 。
パ X テ ル ナ

ー
ク は，まず，当時 の社会に つ

い て 次 の よ うに 述べ る 。 「民主主義 と科学技術 の わ れわ れ の 世紀に お い て ， 使

命 と個人 の 才能 の 概念は有害 な先入観 とな っ た鞠 。 そ し て ，交学は産業に 組み

込 まれ ， 読者が 「詩 の 産業」を支配する よ うに な っ た が，「詩人 と僣称詩人 の 区

別が っ く読者，詩人を待ち望み ，必要 として い る読者は い な い 」 と結論す るea
。

こ れ は 前述 し た 厂誰に も必要 と さ れ て い な い 本を 出版 し て い る」 とい う rフ ト
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リス ト ク イ』 の 書評 に 対す る回答で もある 。 さらに ，こ の よ うな読者の ため に

「法学的閲
なわ か りやす さの 犠牲 とな っ た」 シ ェル シ ェ ネ ーヴ ィ チ の詩 に は 「イ

メ ージ の 量ma」が欠 け て い る と し て ，こ う述べ て い る。「類似 して い る とい う事

実，ある い は ，よ り稀で あるが ， （決 し て 隣接に よる の で は な く）類似に よる

連想的な繋が り，
こ れが シ ェル シ ェ ネ ーヴ ィ チ の メ タ フ ァ の 源 で あ るen」。

　類似 に よ る メ タ フ ァ が イ メ
ージ の量の欠乏の原因で ある とは ど うい うこ とだ

ろ うか
。

14年 1月，シ ュ テ ィ フ に 宛 て た詩人 の 手紙 に は 次の よ うに書か れて い

る 。 「ヴ ャ チ ヱ ス ラ フ ・ イ ワ ーノ ブ は詩の 根源 の も っ とも鋭 い メ タ フ ァ を 感知

し て い ま せ ん 。
メ タ フ ァ か らなん と同一性を求め て い る の で す 。

メ タ フ ァ は，

一
度な らず言われ て い る彼 の 言葉に よ れ ば，『シ ン ボル 』 で な くて は な らな い

とい うわけ で す判 。 こ こ で パ ス テ ル ナ
ー

ク が批判 して い るの は， メ タ フ ァ か ら

同一性を求め る こ と，つ ま り， い くつ か の言葉を決 ま っ た方向に む げさせ て ，

一つ の イ メ ージ ，一
つ の 「シ ン ボル 」 を表わ す よ う1，a す る こ とで ある 。 言葉は

それぞれ の イ メ ージを持 っ て い る が，「類似」あ る い は 「類 似に よる連想的な

鑿 り」 か ら選 ばれた言 葉で 作 られた メ タ フ ァ の 世界 の 呼 び 起 こ すイ メ ージ e＃・
一

定の 特徴し か 帯び る こ とが で きな い 。
こ れが パ ス テ ル ナ

ーク の い う 「イ メ ージ

の 量」 の 欠乏で ある 。 類似に よ る メ タ フ ァ と対置する も の として ，詩人 は 隣接

の 概念を提示する 。

　…，メ タ フ ァ を可能 に し うる衝迫 と内的な ド ラ マ チ ズ ム と い う特質は ，隣

接する諸現象に だ け固有 に な る の で ある 。 言葉は 色 を塗 られ て 浸透不可 能な

の だ か ら，比喩され る 言葉か ら色彩を借用する こ とは で きな い こ とを ，
シ ＝

ル シ ェ ネ ーヴ n チ は 知 らな い の だ ろ うか ts1
。

　こ こ に は パ ス テ ル ナ
ー

ク の 言葉 に た い す る考え方が 明確 に 示 され て い る 。 そ

れは ， 同時に ，新 しい 詩の理念で もある 。 言葉 は それ 自体独 立 して 團有 の 色彩

を 持 っ て お り，それ を類似 の 特徴 の もとに ま とめ ， 比喩とい う従属関係 に あて

は め る こ とは 不 可能だ とす る見方は ， 言葉は 単な る意味の伝達手段 で は な く，

言葉そ の もの が重要 な の だ とす る 〈ギ レ ア 〉 の 言語感覚に 共 通 の も の で あ る。

破壊，ある い は 作 り変え る こ とで な く，隣接させ る こ とで ，
パ ス テ ル ナ ーク は

言葉が本来持 っ て い る 自由な特質を明 らか に し よ うと した の で ある 。
パ ス テ ル

ナ
ーク に と っ て， メ タ フ ァ を可能 に する の は 「隣接する諸現象」 で あ り，盗意

的に取 り出された の で は な く，日常生活や 言葉の 音の 世界で偶然隣 り合 う言葉
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を その ま ま詩に 持 ち込む こ とで あ る 。 そ れ に よ っ て ， 言 葉は 語彙論的意味 の 呪

縛 か ら解 き放たれる 。 自由に 結び つ い た さ まざまな レ ベ ル の 言葉は 意表 をつ く

詩句を作 り， 詩に 複雑で 豊 か な起伏を生み 出し ， 詩的水準を高め る 。 こ の よ う

な方法で パ ス テ ル ナ ーク は 「イ メ ージ の 量」を増加 させ ， 買 い 手 と化 し た読者

の 「規定を受けず ，それゆえ需要 と供給 の 条件に な り得な い 判 詩を 目指 し た

の で ある 。

　 パ ス テ ル ナ ーク の 詩お よ び散文に 「月並で な い 表現を もた らし て い る も の 」

は 「隣接連合」 で あ る とヤ コ ブ ソ ン は 指摘 し て い る 醐
。 また ， ト ゥ イ ニ ャ

ー ノ

ブ も， 第三 詩集 『わ が妹人 生』 の 詩的世界 の 形象は ， 偶然的な特徴 に よ っ て 集

め られ て ，「た だ 隣 り合わ せ に 置か れ て い る に す ぎな い 」 と述べ て い る
ua

。

　 『ワ ッ セ ル マ ン 反応』 の 書か れ た 時期 の 詩を見 る と，イ メ ージ を ま とめ る傾

向 の 詩が多 く， 理論 と実践 と の間に は 隔 りが あ る 。 し か し ， 「隣接に よ る メ タ

フ ァ 」 は ，それ ま で の 未来主義 の 言語感覚を踏ま えた新 しい 理念 で ある 。 それ

は また ， の ち の パ ス テ ル ナ
ーク の 詩 の な か で 独 自な手法 と して 現れ ，詩人 の 詩

的世 界を特徴づ け る大 ぎな要素 とな っ て ゆ くの で ある 。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 2

　 『ル コ ノ グ 』 の 出版後，モ ス ク ワ の ア ル バ ー ト街の カ フ ェ で 〈遠心 分離機〉

と 『フ ト リ ス ト ゥ イ 』 の 詩人た ち は 会見 した 。 1914年 5 月 の こ と で あ る。〈遠

心 分離機〉か らは ボ ブ ロ フ とパ ス テ ル ナ
ー ク が ， 『フ ト リ ス ト ゥ イ』 か らは シ

ェ ル シ ェ ネ
ーヴ ィ チ ，

マ ヤ コ フ ス キ ー
，

ボ リ シ ャ コ フ が 出 席 し，「つ か み 合 い

くら い は 起 こ る と予想され て い た 」 こ の 会合は ， やが て 「意気投 合」 に 変わ っ

た  
。

　こ の 時 ，
パ ス テ ル ナ

ーク は マ ヤ コ フ ス キ ーとは じめ て 言葉を か わ し，「圧倒

的な 印象」 を受 ける 。 また ，
V ヤ コ フ ス キ

ー
との 閻 に 「共通 の もの が ある 」 の

を発見 して ，月並や模倣を避ける た め に ， 「・ マ ン チ ッ ク な形式」や 「効果をね

ら うヒ ロ イ ッ ク な調 子」 を放棄 した ge
。 〈遠心分離機〉と 『フ ト リ ス ト ゥ イ』 の

会合 の 翌 日 ，
パ ス テ ル ナ

ー
ク は マ ヤ ＝ フ ス キ ーと偶然 出会 い ， 『悲劇 ウ ラ ジ ー

ミル ・マ ヤ コ フ ス キ ー』 の 作者 自身 に よる朗読を聞 くこ とに な る暁　 V ヤ コ フ

ス キ ーの 抒情主体 「私」 は つ ね に前面 に 押 し出 され，誇張 され，肥大 し て ゆ く。

マ ヤ コ フ ス キ
ー

の 「私」 か ら離れ よ うと決意 し た の ち ，
パ ス テ ル ナ

ーク は 抒清

主体 「私」を ど の よ うに表現 して い っ た の だ ろ うか 。 詩 『献辞』 に は 次 の よ う

に 書か れ て い る Q
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人 々 は ， そこ で愛 し ， 働 い て い る ！

人 々 よ，そこ で狂暴 さは 私 の よ りも明 らか だ 。

人 々 よ ， そ こ で は 私も膝を折 る 。

人 々 よ，そ こ に は ，あた か も北氷洋か ら

啓示に よ っ て 夜 どお し ， 風が吹い て い るよ うだ q
。

　 こ こ に 描か れて い るの は ， 夜 どお し ， 討論 し， 仕事をす る詩人た ちの よ うす

であ る 。 複数 の 人 々 の 活動を主題に した詩は，パ ス テ ル ナ
ーク の 作品 の なか で

は 稀で ，
こ の 時期の 未来派に お ける こ の 詩人 の 熱狂ぶ りを示 し て い る 。 抒惰主

体 「私」 の 現わ れか た は 独特な もの で あ る。こ の詩の な か の 「私」 は 詩人 た ち

が集 まる家 の 外を吹 く風 であ り，詩人た ち の 長 い 夜の 狂気は 風 よ りもなお 狂暴

な の で ある 。 風は詩人た ち に 「た だ ち に ，

一
言 も言わ ず／書 き留め 封帯で 心 か

ら／ ワ イ ン を ， 毛皮を／ 明 りと隠れ家を／貧民救済課 へ 送れ ！」 と命 じるが，

こ こ で も呼び か ける の は 「風」 で あ り， 抒情主体 「私」 で は な い
。

マ ヤ コ フ ス

キ ーの 抒情主体 「私 」と は対照的に ， 事物や現象の なか に 紛れ こ ん で し ま うパ

ス テ ル ナ ーク の抒情主体 「私」 は，「愛し，働 く」「詩人たち」 の なか に 埋没 し

て
， 最後ま で 姿を現わ さな い の で あ る 。

　詩は
一

連四行 の 強弱 弱格で書か れ ， 大 ぎな文法的逸脱や ， 新造語，超意味言

語は 見 られ ない
。 しか し， すで に 13年 の 後半に ， 当時用 い られて い た未来派 の

詩 の フ ォ ル ム 上 の 工 夫を 「新 し い 詩 に 移行す る た め の 手 段 で あ り， やが て 捨て

られ る もの で ある判 と くギ レ ア〉の リ フ シ．ツ が述 べ て い る こ と，また 「フ レ

ーブ ニ コ フ は 韻と掛け詞に 集中する た め に 新造語を捨て た鯛 　とい うマ ル コ フ

の 叙述を考慮に 入 れ る な らば ， 新造語 と超意味言語が未来主義 の 詩 の 唯
一

不可

欠 な要素で な い こ とは 明 らか である 。 癰造語や超意味言語の欠如をただ ち に パ

ス テ ル ナ ーク の 未来派詩人 と し て の 後進性 と考 える の は 早計 に す ぎる だ ろ う。

こ こ で パ ス テ ル ナ ーク の 詩に 未来主義の 詩の 特微 を与え て い る の は ， 第
一

に ，

「書 き留め 封帯」，「貧民救済課」 とい っ た 日常語の導入 で あ り， それ は 語彙の

広 さ に も つ なが っ て い る 。 第二 は ， 〔Ha Φa6peH 一Φa6pHK 〕，〔KyqeP
−nPliKyqeH 〕，

〔HoaeHbeB −3aTMeHbe 〕 な ど の 不 完全韻である 。 不 完全韻は こ の 時期 の パ ス テ

ル ナ ーク の詩 の 特微をなす もの で ， サ モ イ ロ フ の 統計に よ る と ， 12年か ら17年

の 詩 の 押韻 の 48％が不 完全 で ある eo
。

　 『フ ト リ ス ト ライ』 に 参加 した 詩人た ちが新 た な統「 グル
ープを結成する こ
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とは結局な く， 文集 の 次号 も出版され なか っ た が ， 14年 5 月の 会見 を 契 機 に

く遠心 分離機〉 と の 交流が始ま っ た 。 〈ギ レ ア 〉＝ 立 体未来主 義 の 攻撃的な 性格

は 変化 して ゆ き，14年始め に 出版 され た 『吠え る パ ル ナ ス 』に つ い て ，「立体

未来主義最後 の 戦闘的な文集鯛 で あ っ た とマ チ ュー
シ ン は述べ て い る 。

　14年 7 月，第一次世界大戦が勃発 した 。
ロ シ ア の 文学者 たち は 戦争を賛美す

る作品を書 き始 め る 。
マ ヤ コ フ ス キ ーは 戦争を 「興 奮 し て 受け 入 れ 1刷 ，ア ン ド

レ
ーエ フ ， ソ ロ グ ープら は 『ジ ャ

ー
ナ リ ス ト』誌 に 愛国的な声明を発表 し た 。

一
方 ， 〈遠心分離機〉 の 文集第 2号 の 発 行 は

， 戦争 と財政難 の た め 延期 され ，

パ ス テ ル ナ ーク は ウ ラ ル の 軍事施 設 で 働きなが ら，〈ギ レ ア 〉 の 文集 『タ ン ク 』，

『未来主義者 の 太鼓』に 参加 し て い る 。 詩人は 戦争 を ど の よ うに 受け取 り， 詩

を社会 の な か で ど う位置づけ よ うと し て い た の だ ろ うか
。

16年 4 月 に よ うや く

発行 され た 『遠心分離機第 2 号』 に 発表され た論文 『黒 い 杯』を 見て み よ う。

　パ ス テ ル ナ ーク は ，まず，「思想の 深遠が三次元 に お け る 実現可能なす べ て

の 境界を越 え て しま っ た」 と象徴主 義を 非 難 し，「一歩 ご と，毎分，毎時，芸

術は 世紀か ら責任ある，光栄ある，非常に璽要な任務を受け と っ て い る の で あ

る」 と述べ る軌 　し か し ， 詩人に とっ て世紀か ら受け とる任務は 戦争賛美で は

な く，急速 に 愛鬮主義に 傾斜 し て い っ た シ ェ ル シ ェ ネ
ーヴ a チ や

一部 の 象微派

詩人に た い し ，
こ う書 い て い る 。 「ど ん な外的勢力 も ， 私 た ち を ， た とえ 口 先

で で も， 明日 とい う日 の た め に 歴史 の 準備 に取 りか か ら せ る こ とは で きな い 。

ま し て や，私た ちが 自発的に その よ うなこ とをあえ て 企 て よ うとす る こ ともな

い の で ある GO」。

　そ し て ， さ らに次 の よ うに 叙述する 。 「現実は 分解 しつ つ ある 。 分解 しつ つ ，

二 つ の 相反する極に 集 ま っ た 。 『リ リ カ 』 と 『歴史』 の 極 に 。 両方 と も， ひ と

し く絶対的 で先験的な も の で あ る判 。 こ こ に は マ ヤ コ フ ス キ ー
と の 立 場 の 相違

を明確に 打ち 出した パ ス テ ル ナ
ー

ク の 独 自の 芸術観が あ る 。
マ ヤ コ フ ス キ ーは

開戦当時 の 愛 国的な考えを変え，批 判的な 目で戦争を見る よ うに な っ て い た。

しか し，積極的に 戦争に か か わ ろ うとす る態度は い っ そ う明らか に な っ て い っ

た 。
『黒 い 杯』 に も書か れ て い る とお り，「目を 射 る 『最新 の ニ ュ

ース の 束』を

扱 っ た鋤 エ
ッ セ イ を 『新サ チ リ コ ン 』誌 に 次 々 と発表 し た の で ある 。 「破壊 と

い う第
一

過程 は 終 っ た刷 　と考えた V ヤ コ フ ス キ ーは ，未来主義運動 の 新 し い

道を求め ，「歴史」 に 参加す る こ と， すなわ ち ， 現実 の な か に 飛び こ み ， 現実

ととも に芸術を変化 させ，現実の 変化 を追 い 越す よ うな芸術を求め た 。 こ れ は ，

それ ま で の 未来主義 の 芸術観に 立脚する考えで ある が
， 戦争を契機 に マ ヤ コ フ
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ス キ ー
の 詩 の 照準は 正 確 に 定 ま り，ひ た す ら戦争へ ，戦時下 の 人 々 の 生活 へ と

向けられ て い っ た の である。
こ れ に た い し ，

パ ス テ ル ナ ーク は 「限られた 瞬間

の 助げを借 りて ，

一時的なもの か ら永遠なもの へ と改革す る こ と」が 「真 の 未

来主義」 の 芸術だ と書 い て い るee
。

つ まり，現実 に とどま りなが ら，冷静 な 目

で 観察 し， 現実に おける
一

瞬，一
瞬の 小 さな現象を詳細 に 書きと っ てゆ くこ と

に よ っ て ，歴 史上 の 大事件，すなわ ち戦争に 左右され る こ とな く，現実 の な か

に 隠 された真の 意味を表現 し よ うと した の で あ る 。 『黒い 杯』 に書 か れ た 「リ

リ カ 」 は 大文字で ある 。 「リ リ カ とは 詩を可能に する詩 の エ レ メ ン トそ の も の

で あ る鯛 　と ボ ブ ロ フ は叙述 して お り，パ ス テ ル ナ ーク の 「リ リ カ 」 は こ の よ

うな意味で使われて い る 。 「『リ リ カ 』 の 極に 立つ 」 とい う叙述 に は ，詩 の 純粋

性を保 と うとする パ ス テ ル ナ
ー

ク の 決意 も こ め られ て い る 。

　 こ の 時期 の パ ス テ ル ナ ーク と マ ヤ コ フ ス キ ーの 芸術観は，そ の 後 の 両者 の 方

向を決定 した。マ ヤ コ フ ス キ ーが 17年 の 革命を熱狂的に 受け い れ た こ とは よ く

知 られ て い る 。

一
方，17年に 書か れ た パ ス テ ル ナ ーク の 第三 詩集 rわ が妹人生』

に は ，革命前夜 の 日常生活が偶然に 隣接す る諸現象 に よ っ て描か れ て は い る が ，

革命賛美，ある い は批判 の詩句は
一

つ と し て含 まれ て い な い 。パ ス テ ル ナ
ー

ク

は 「『リ リ カ 』 の 極」 に 立 ち続け た の で あ る。

　〈遠心 分離機〉時代 の 詩は 第二 詩集 『障害物を越え て 』 （1917年） に ま とめ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

tt　
　ド　ル

れた 。 表題詩 『ペ テ ル ブル グ 』 に は，障害物を越 え る人 々 の 姿が描か れて い る 。

詩 『抒情的空問』に お い て も， 地上 か ら離れ て ゆ く熱気球，ま さ に飛び立 と う

とす る 犬鷲が書か れ ，詩集全体 に 跳躍 ，飛翔 へ の 志向が色濃 く現わ れ て い る 。

こ の詩集の 題名に つ い て ， 「た ん な る題名 で は な く，一つ の 時 代，手法を表現

する名称で あ る剛 とパ ス テ ル ナ ーク は 述べ て い る。読老 とい う買手 の 規定 ，

伝統的な詩 の 規範，戦時下 に おける方向づ けな どの さ ま ざ ま な障害物を越 え う

る新 し い詩を ，詩人は 求め て い た の で ある 。

＊ ＊ ＊

　 〈遠心 分離機〉の 文集第 3号は 十月革命の ため に 出版 されずに 終わ っ た 。
フ

レ イ シ ュ マ ン に よ ると，執筆予定者は ボ ブ ロ フ
，

パ ス テ ル ナ ーク
，

ア セ ーエ フ ，

フ レ ーブニコ フ ，ボ リ シ ャ コ フ
，

マ ヤ コ フ ス キ ーで あるSS
。 〈遠心分離機〉は 未

来派 に よ る既成の 言語 の 破壊 とい う
一

段階が過 ぎた の ち に 登場 し た 。
パ ス テ ル

ナ ーク の 使命は ， ト ゥ イ ニ ャ
ーノ ブ も述べ て い る よ うに ， フ レ ーブ ニ コ フ と マ
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ヤ コ フ ス キ ーの 叛乱 に よ っ て は る か 遠 くに 移動 させ られ ， 自由 に な りすぎた 言

語を宙 に浮か せ ない よ うに す る こ とに あ っ た 軋　語彙論的意味 の 枷を は ず し た

既成 の 言語を偶然に よ っ て 隣接 させ ，事物に 直接向か わ せ る方法を ，
パ ス テ ル

ナ
ーク は 『ワ ッ 七 ル マ ソ 反応』 の なか に 示 し た 。 〈遠心 分離機〉時代に 明らか

に され た もう
一

つ の 重要な事柄は ， r黒 い 杯』 に 提 示 され た芸術 の 時代 との か

か わ り方 で あ る 。 すで に 述 べ た とお り， こ の 二 つ の 理念 と，事物 の なか に 埋没

す る抒情主 体 「私」 は ， 第三詩集 『わ が妹人生』 の な か で 開花 し ， こ の詩集以

降の パ ス テ ル ナ ーク の 詩 の独特の ス タ イ ル を築 く基 とな っ た の で ある 。

　詩集 『障害物を越 え て 』 の な か で ，次 の よ うな メ タ 詩が見 られ る 。

詩 よ ， お まえは吸 盤を持つ 海綿だ 。

豪華な襞飾 り，華麗な裾飾 りを豊か に せ よ。

雲を ， 谷間を吸 収せ よ 。

夜 ， 貪欲な紙 の た め に ，

詩 よ，わ た しは お ま えを搾 ろ うee
。 （『春』）

こ の詩 の 五 年後に 発表 された 論文 『い くつ か の命題』 に は，ち よ うど同 じよ

うな記述が ある。

　現代 の 諸潮流は ， 芸術 を泉の よ うな もの だ と考えた 。 とこ ろ が ， 芸術は海

綿の よ うな もの．な の で ある 。 芸術が ど うある べ きか が規定 された が ， 芸術は

充分 に 吸 い 上げ， 吸 収 し な ければ な らな い もの な の だ 。 芸術は 創造表現の 手

段 だ と考 えられた が，実は 知覚器官か ら成 っ て い る の で ある。 そ して ，い つ

も観察者 の な か に あ っ て ， 誰 よ りも純糖 こ
， よ り鋭 く，よ り正 し く見て い る

の で あるGab
。

　こ こ に 芸術に た い する パ ス テ ル ナ
ー

ク の 深 い 洞察力 と，大勢 を占め ，

一
見き

らび や か に 見え る もの へ の 本能的 ともい え る懐疑が み られる 。 それ は真実 よ い

もの を受け入 れ る態度 と共存 して い る 。
パ ス テ ル ナ

ー
ク は夢中に な っ て 受け入

れ，惜 し気 もな く捨 て去 る 。 現状 に お け る可能性 を せ ば め る こ と で ， 未来 の よ

り豊か な もの ， よ り新 し い もの ，よ り真実な もの へ と詩人は 自分を か り立て て

ゆ くの で ある 。 こ の よ うな姿勢を詩人が 身 に つ けた の は ，過去 の 否定か ら出発
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し，よ り新 し い ， 動 的な詩を 目指 した未来主義 の 運動 の なかで であ っ た 。 それ

は パ ス テ ル ナ ーク 自身に よ る幾た び もの 過去と現在 の 否定に よ っ て 断絶 し，屈

曲 し て い る よ うに見え る詩人 の 四 十年以上 の 創作 の行程 を変わ る こ とな く貫 い

て い る姿勢で もある 。 詩人 自身 の 未来主 義否定 の 発言 の た め に ， 〈遠心 分離機〉

時代 の パ ス テ ル ナ ーク とそれ以後 の パ ス テ ル ナ ーク と の越えが た く見 え る断絶

もま た ，つ ねに 新 しい もの を求め る まさ に 未来主義に 固有な長 い 否定 の 連鎖の

輪に す ぎな い 。 しか し ， お そ らく起点 とな っ た 一つ の 輪で あろ う。

注 （1） 1＞1aHnΦecTbl 　H 冠porpaMMb王 pyccKHx ΦyTypHcToB．　Mtinchen ，1967．

　（2） V ．Markov ．　Russian　Futurism ・Los　Angeles ，1968．

　（3）　Bonpocb1 霞胚TepaTypb 三・M ・1972
，　Ng　9・ c ・139−172・

　（4）　JI．Φ」【e藍田 MaH ．ΦparMeHTbI
‘‘
ΦyTypHcTH望ecKo 黄

7， 6Ho『paΦHH 　I
’
lacTepHaKa．

　　 Slavica　hierosolyrnitana，　Jerusalem，　No ．1V，　pp．79−113．

　（5）　JI．Φ五 e黄【11MaH ．レicToplifi　L工eHTpH ΦyrH．　Boris　Pasterロ ak ．　Paris，　1979．　pp．

　 　 19＿42．

　   　C．Bames ．　A 　letter　from　Boris　Pasternak　to　Sergej　Bobrov．　Slavica　hiero．

　　 solymitana ，　Jerusalem，　No．　V −VI，　pp．523−533．

　（7）　B．rlacTepHaK．　CoqHHeHnH ．　T．1工，　Ann 　Arbor，1961．　 c．269．

　（8） JL Φπe舳 MaH ．　Mc↑opHfi 　UeHTpゆ yrn・c・21・

　（9）　B．nacTepHaK ．　CoHHHeHHff・T・II，　c　269・

　O◎ K ．qyKoBcKH 自・nHHa 　 u 　MacKn ・C・・FleTep6ypr， 1914・c・127・

　   　V ，Markov ．　Russian 　Futurism ・p・8・

　 （1オ　B．JIHBuJHII．　FloJyTorna3Hhlca　cTpeJeK ・JL　1933・P・11・

　   　 V ．Markov ，　Russian 　Futurism ．　p．36．

　〈14　異 同 。 13年 1 月 。 PyccKaH　 nMTepaTypa 　 KoHua 　 XIX −Haqana 　XX 　B．瓢 ．1972．

　 　 c．537−8．

　 aS　 LMaHntpecTbl 　 H 　nporpaMMbl 　pyccKHx　tPYTYPHcToB・c・50−51・

　   　从 aHH ΦecTh ［ HnporpaMMbi 　pyccKHx φyTypHcToB．　c．51」 52．

　   　　MaHvlipecTH匪 HporpaMMbl 　pyccl｛Hx 　tPyTypHcToB．　c．64−73．

　（iS　B．　JIHBmほ耳，　MaH ｝｛ΦecT ロ HnporpaMMbI 　pyccKHx ΦyTypHcToB・c・77・

　（1St　Ka3aHcK匪藍・从 aHH ΦecTbl 皿 HporpaM 配b【 PYccKI｛x　OPyTYPHcToB・c・25−31・

　   　V．Markov．　Russian　Futurism ．　Los　Angeles ，1968．　p．73．

　拿O　B．6pK）coB ．　PyccKafl　MNcnh ．　M ．1920．　c．20．

　  　　B，nHBurHU．　HonyTorna3Hbrit　cTpefleK ．∫1，1933．　c．123−124．

　 鱒　　B．13p…ocoB ．　CoqHHeHHH ．　 T．　 II，鼡 ．1955．　 c．258．

　   　MaH ｝ゆecT ロ 疑 叩 orpaMMbl 　pyccKHx　tPYTYPvacToB・c・11・

　   （2 　ΦyTypHcTb正： nepBb磁 　冫Kyp ヨaJI　PYccKux　ΦyTypHcToB・M ・王914・c・140−142・

　 偉力　B．r［acTepHaK ．　OxpaHHaA　rpaMoTa ・CoqHHeHHfi・T・五1，　c・269・
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as MaHH ¢ ecTbl  H  nporpaMMbl  pyccKHx {I}yTyp}IcToB.  c. 107-108,

e9 MaHHtpecTbnl npoppaMMbl  pyccKux tpyTyp"cToB. c. 110-112.

tsO B. IIIepureHeBHH. 3e"eHafi ynMlla. M.  1917, c. 87--90.

igDBa MaHH{PecTH  H  npoFpaMMbi  pyccKHx q)yTypHcToB. c. 112-113.

B3 v=ile  v" =  g: - 9' ny f･ l･t e-  fi V JXc#za\as  LHR'(f to ok.

B4 quantite imaginaire.

Be IVIaHnopecTbi H  nporpa"fMbr  pyccKHx (l)yTypHcToB.  c. 116.

Be C. Barnes, A  letter frorn Boris Pasternak  to Sergej Bobrov.  p. 528.

BO MaHHtpecTbl n  npoppaMMbT  pyccK"x ¢ yTypHcToB.  c. 116.

/Ssi  MaHu4)ecTbl  li HporpaMMlii  pyccKxx  opyTypHcToB. c. 115.

B9 R. Jakobson. The  prose of the poet Pasternak.  Macmillan, pp.  135-151.

ee }O, TtsIH"HoB. npoMe>KyToK.  ApxaHcTbl H  HoBaTopbl.  JI. 1929. c. 566.

gD 6. IlacTepHaK, ABTo6liorpa ¢ Mgeci<liva ollepK.  Cou"HeHufi. T, II, c. 85.

(tpt B. nacTepHaK. OxpaHHafi rpaMoTa.  c. 281.

g3 B. rlacTepHaK. OxpaHHaA  rparvtoTa. c. 272.

k,P B. rlacTepHaK. CTHxoTBopeH}ifi  H nogMbi. M.-JI. 1965. c. 585.

eO MaHHtpecTbl H  nporpatvtMbl  pyccKHx OyTypxcToB. c. 77.

ge V. Markov. Russian  Futurism.  p. 30e.

@  ". CaMeianoB. KHHra  o  pyccKova pHipMe. M.  1982. c, 255.

e!S PyccKple I<y6o-(PyTypHcTbl.  BoenobmHaHHfi iVl. B. Pif!aTloulHHa. K licTopHH

  pyccKopo aBaHrapJla.  Stockholrn, 1976.  
c.
 
154-155.

gS B. IVIafiKoBcKM}"i. SI caM.  Co6paHHe  counHeHMza.  T.  1, iVl. 1978. c, 55.

6¢6D 6. nacTeptiai{. CouHHeHHfi. T. III, c. 149.

6aj63 6. nacTepHaK. CogHHeHHn, T. III, c. 150-15L

G9 iVXaHMcl)ecTbl H  nporpaMMbl  pyccKMx opyTypHcToB. c. 160.

os B. nacTepHaK. CogpiHeHHfi. T. III, c. 149.

ee C  Bo6poB.  TpyAbi M  AE{va rV!. 1913. c. 118.

50 6opxc  fiacTepHaK. CTHxoTBopeHHH " I'IogMbi. c. 625.

as JI. ¢ ne}"tLuMaH. McTopHE  lleHTpH(l)yrva. c. 29,

69 }O. TbiH"HoB.  IMIpoMe)icyToK. ApxazcTbi  "  HoBaTopbi.  c. 562.

Goj BopHc I'IacTepHaK. CTHxoTBopeHxA H  "ogMbi, c. 88.

GD B. I-IacTepHaK. CogH･HeHnA. T. III, c. 152.
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6. n. RaCTePHal< H PYCCI<PIfi tpYTYPH3M

CaTHI<o OHIxlCPI

   BopHc nacTepHaK 6bm  uneHoM  pyccKov"t opyTypHcTHgecKopVl rpyHnbl  
"lleHT-

pMopyrH" c 1914 r, no  1917 r., onHaKo  ero  npoH3BeneHzA  sToro  BpeMeHM  Ao"ro

He  npMB"eKaJva  Ic ce6e  BHHMaHlifi  vaccneAoBaTe"eva  n  B CCCP  li B Apyrxx  cTpa-

Hax.  To"bKo B 1979r. 6bmpi olly6nHKoBaHbl  TpH  cTaTbH  opaHHeM  I-IacTepHaKe:
"

¢ parMeHTbl 
"tpyTyplfcTvagecKOva"

 6HorPatpvaM HacTepHaKa'L  
"PIcTopma

 HeHTpH-

opyrpl", HanHcaHHble  JI. ¢ JeilluMaHoM,  n 
`tnHcbMo

 rZ[acTepHaKa Bo6poBy"  K. Ba-

PHCa. OAHaKO, KaKvae  Y naCTePHaKa 6bMK  B3Fn"Abl  Ha  fi093Mro,  Kal{Oe  BnMfiHXe

oHH  oKa3aAH  }Ia HacTepHaKa noc"e  UeHTpM(PyrH, gTH  rnaBHble  Bonpocbl  noKa

eltle OCTaTOTefi  HeBbl"CHeHHblMH.

   UeHTpHq}yra, rroc"enH"A  OyTypHcT"gecKafi rpynna  nepen  peBonK)ll"eti, 6HJa

ce3AaHa  C  6o6poBbiM, "acTepHaKoM  u  H. AceeBbiM B fiHBape  1914 r. DTo 6bino

Bpebr",  Korna  pyCcKHe tpyTypncTbi, noflBplBulHecfi  B  1912 p. H  nHcaBmHe  HoBble

CTHXH  3aYMHbrM  ff3blKOM  H  HeOnOrH3MaMH,  3aKaHgMBanH  ffePBbll"I eTan  Pa3PYLIIeHMfi
TpaAplqFm  [og3M"  H HcKa"H  HOBblta  nyTb･  B anpe"e  1914 r. 6bm H3JlaH  nepBblva

c6opHHK  LLeHTpHtpyr", 
"PyKoHor",

 B  KoTopoM  6bma  HanegaTaHa  cTa'rb"  r'IacTep-

HaKa  
"BaccepMaHoBa

 peaKuHfl'1 TaM  l'IacTepHaK llpeAcTaBHn  HoBbl"  "{eToA

cTHxocAo>lceHHfl,  rloABepraA 1<pmtlKe  
"MeTag)opy

 rro cxoncTBy"-epuleHeBHga,

oH  yTBep>fcflaJ, uTo  
"TonbKo

 fiBaeHu"M  cMe>KHocTH  li npHcyLqa  Ta  gepTa  npHHy-

AHTe[bHocTH  H nyllJeBHoro  npaMaTva3Ma,  KoTopafl  Mo>KeT  6blTh onpaBAaHa  MeTa-

(l)opMllecKH".  nacTepHaK  rrocTaBan  ce6e  ueilbro ecBo6o}KAeHMe  c"oB  oT  HopMa-

"bHoro  ceMaHTmecKoro  cnoBoyHoTpe6neHiffi  H llpHyMHo}KMTb  nogTHgecKHe  cnoBa,

fiPHlleM, He  Pa3PYLIIafi C"OBa,  KaK  HPeAllJeCTBeHHHKPI  H09Thl-tpYTYPZCTN,  a PaC-
fionara"  cxeBa  no  cnygafiHocT}!,

   B  Mae  1914 r. nacTepHaK fio3HaKoMHAcfi  c MaHKoBci<HM. B  ero  cTuxax  I'Iac-
TepHaK  Haulen  c c06ova  o6mMe  g"eMeHTbl,  H  cTan  HcKaTb  HHova  fiyTb. B  pe3y-
"bTaTe  Bo3Hm<no  cBothcTBeHHoe  nacTepHaKy nMpaqecKoe  

""".

 TaK, B cTHxo-

TBOPeHHH  
"fiOCB"llleHHe",

 B KOTOPOM  OrrHCaHa  >KM3Hb  nOeTOB-(i)YTYPHCTOB,  MliI

BMnnM  gTO  "HpuUeCIcoe  
""",

 KoTopOe  oTnu"aeTcfi  oT  "HpHllecKoro  
"H"

 MaflKo-

BcKoro,  Y  nacTepHaKa n"pHgecKoe  
"fi"

 He  Bblpa}icaeTcA  upm･lo,  a  cl{ptsIBaeTcA

B  o6pa3ax-"  nosTax",  
"nBOPe"

 H  T, n.

   "ocne  Bo3HHKHoBeHvaA  EepBog  MHpoBova  BovaHbl pa3HHua Me>Kny  i'IacTep-

HaKoM  H  IVIafiKoBcK"M cTana  eme  60nee 3aMeTHOti  He  TO"bKO  oTHOcmenhHo

nHp"gecKOrO  
"A",

 Ho  H  oTHocHTenbHO  HAepWI nog3uH.  MafiKOBeKvlli nMcan  cTvaxo-
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TBOPeHH"  M OgePKH,  HC"Onb3Yfi  HOBethLUne  C06hlTMA,  aKTHBHO  YllaCTBOBa" B  "CTO-

pnH. nacTepHaK }Ke nlican  B cTaTbe  
"LIepHblti

 6oKan", HanegaTaHHova  Bo

'`BTopoM

 c6opHHKe  
'UeHTpHtpyrH":

 
"neMcTB"TenbHocTh

 pa3"araeTcfi u  co6H-

paeTcfi ynByx  npoTnBorroao)KHblx  llo"}ocoB:  JInpHKH H IglcTopHH". He  oTphlBaAch

OT  nenCTBMTenbHOCTH,  OH  liCKan  B  Heva  HCTHHHblth  CMbleX,  Ha6A}OAafl  ee  X  OTPa}Kafi

He  6onbLuvae ncTopligecKHe  co6brTHfl,  a Ma"eHbKHe  6biToBble fiBneHliA.  TaKoe

OTHO-eHMe  K  nencTBnTensHOcTH  ficHO  Bbipa3Hnocb  B c6opHnKe  cTnxoB  
"CecTpa

MOfi  >ICH3Hb",  rne,  XOTA  e>KeAHeBHafi  }KU3Hb  BO  BPeMfi  PeBOnEOUMH  BblPa)KeHa

nocpeEcTBoM  
"MeTatpopbl

 uo  cMe>KHocTH';  Ho  o peBonK)unH HH  oAHoro  cTHxa  He

HanucaHo.                                                           '

   TaKliM o6pa30M,  Bo  BpeMg  lleHTpHopyrH y nacTepHaKa copOPMHpoBaHbi  cBOH

B3rnffnbl  Ha  nog3mo,  KoTopble  cTanli  ocHoBova  ero  fio3AHHx  cTuxoB.
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